モデル契約書ver2.0タームシート
（利用契約（AI）用）
作成日：●年●月●日
作成者：●●●●
	当事者
	X社（甲）

	
	Y社（乙）

	提供するサービスの内容
	下記両サービス（「本サービス」）を提供
①　データ解析サービス
　乙から提供された被介護者の動画データ（「対象データ」）を甲が有する学習済みモデルを用いて解析（被介護者の状態推定）し、その結果を乙に提供するサービス
② 追加学習サービス
　甲が有する本学習済みモデルに対して追加学習を行うサービス

	データ解析サービスの利用条件
	· 独占・非独占：非独占
→甲は乙以外の第三者にも提供可能（限定なし）
· 利用料：APIリクエスト回数に応じた従量課金（最恵待遇＋一定割合のディスカウント）
最低利用料：無し
· 期間：本契約の有効期間と同一

	追加学習サービスの内容
	· 限定・非限定：非限定
乙以外の第三者が提供したデータを用いた追加学習も可
· 利用料：データ解析サービスの利用料に含まれる。
· 期間：本契約の有効期間と同一
· 成果物に関する権利帰属：共同研究開発契約と同様
· 追加学習のタイミングや内容：甲に一任

	対象データ
	乙→甲：
（１）下記利用目的の範囲で無償で使用許諾
① 本サービスの提供
② 本サービスの第三者への販売（横展開）
③ 本サービスの追加的機能の開発
④ 本学習済みモデルおよび追加学習済みモデルに対する追加学習
（２）データの提供権限等についての表明保証
甲：適切管理義務

	禁止事項
	乙：リバースエンジニアリング、蒸留行為

	個人情報
	本データに個人情報が含まれる場合 
· 乙：個人情報保護法上必要な手続きを履践したことの保証
· 乙：事前明示義務 
· 甲：個人情報保護法上必要な手続きを履践する義務

	非保証
	甲：本サービスが特定の目的に適合することの非保証
甲：本サービスが第三者の知的財産権を侵害しないことの非保証

	秘密保持
	従前の共同研究開発契約における秘密保持条項を上書き
· 秘密情報：無限定（ただし、対象データを除く）
· 存続期間：本契約終了後も3年間存続

	損害賠償
	乙→甲の損害賠償請求権に対する制限
質的制限：現実に発生した直接かつ通常の損害に限定
特別損害（含、逸失利益）は除外
量的制限：損害の原因事象の発生の直近12か月の
本サービスの対価合計が上限
両制限とも甲が故意重過失の場合を除く

	期間
	契約期間：●年間
60日前に合理的な理由に基づいた非更新の通知がない場合、1年間の自動更新

	準拠法
	日本法

	裁判管轄
	●地方裁判所

	その他
	監査、対価の不返還、解除、契約終了後の措置、存続条項、協議解決
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